
  

 

 

6月25日(土) 宇宙航空研究開発機構(ＪＡＸＡ)による、ロケット

製作体験活動が上作延小体育館で行われた。前半･後半それぞれ30人

の子どもたちは、ペンシル型ロケットをつくり、空気ポンプで飛行距

離を争った。 

夢は宇宙へ 

届いたようだ。 
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 7月9日(土)「地域の寺子屋高

津」では、日本手芸協会に講師

を依頼して「世界でひとつのス

トラップ」と「押し花定規」の

体験活動を実施した。市立高津

小学校の2年生から6年生まで

の４１人が参加した。日本手芸

協会の中垣先生、関先生ら 4 人

と、サポートセンター寺子屋担

当の片桐文雄さんと辻美砂子さ

んが作り方の指導にあたった。 

 会場の高津小学校家庭科室に

は、ピンセットでシールをつま

む真剣な顔や、シャンプーをつ

けてフェルトボールを丸めるか

わいい手に「つくる喜び」が広

がっていた。 

 
 

 

地域の寺子屋「高津」 
ストラップを指導する片桐さん 

「器用な手さばきに感動」 

「準備に指導に受付」と 

ひとり３役４役の大忙しの辻さん 

 

地域の寺子屋「上作延」   

準備万端、受付待機の

高橋智恵子さん、 

 

 

参加保護者・児童に 

日程説明をする 

東頼孝さん 
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         7 月のサポートセンター役員会

が川崎市教育会館で開催された。

閉会の後、司会から「第３会議室 

にお立ち寄りください」とのお知らせがあった。 

 早速のぞいてみると、これまでにない光景がとび 

こんできた。会議室の出窓に人形や花器などが台布 

の上に展示されていたのである。展示作品には出品 

協力者として「元市立幼稚園 河内澄子」「元市立小 

学校家才子雅樹」、「元市立小学校名畑辰次」とあっ 

た。川崎市教育会館業務担当の坪田四郎さんらが、 

教育会館の新企画として立ち上げた事業である。利 

用者の方々に「和やかさ、温かさ、安らぎ」のひと 

時が必ず届くことだろうと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主 な 行 事 

 １ 月 地域ケア南野川訪問（１４：００） 

 ２ 火 学習支援川崎・幸教室 

 ３ 水 学習支援宮前教室 

研究推進委員会（１０：００） 

 ４ 木 出前科学教室（東小倉１０時） 

 ５ 金 学習支援宮前教室 

 ６ 土  

 ７ 日  

 ８ 月 宮ノ下夏期休業 

 ９ 火  

１０ 水  

１１ 木  

１２ 金  

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月 旭町夏期休業 

１６ 火  

１７ 水  

１８ 木  

１９ 金  

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月  

２３ 火  

２４ 水 学習支援宮前教室 

２５ 木 学習支援川崎・幸教室 

サイエンスキッズ打合せ(教育会館１５：００) 

２６ 金 学習支援宮前教室 

２７ 土      

２８ 日  

２９ 月  

３０ 火 学習支援川崎・幸教室 

３１ 水 学習支援宮前教室 

日本語支援東小倉開始 

２８年 ８月 の 行 事 予 定 

あとがき 

 7月4日(月)、川崎市中原区及び高津区のスクールソーシ

ャルワーカー（ＳＳＷ）の方々が、教育実習の学生ととも

にサポートセンター宮ノ下事務所に来訪された。 

 未来のソーシャルワーカーをめざしている学生は、子ど

もや保護者のニーズや相談についての所員の説明に、メモ

を取りながら熱心に耳を傾けていた。また、ＳＳＷの方と

も、サポートセンターと関わりをもった子どもたちを支え

る意味や良さについて、話し合いを深めることができた。 

   

 認定化に伴い、サポートセンターホームページの改訂作業

に、菊池俊光さん、福澤 慈さん、柴嵜 淳さんの視聴覚担

当チームが取り組んでいる。 

 サポートセンターの活動をすべて載せる情報過多を避け、

ホームページを見る人にとって使いやすい操作で、見て楽し

い動画を導入、新規に寄附金依頼のページと寄付者へのお礼

ページをつくるなど企画は盛りだくさんの内容となっている

が、極力シンプルに仕上げる予定とのことである。 

 大変忙しい業務の合間の作業であるが、パソコン知識の豊

富な担当チームに期待したい。 


